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海浜台地におけるサツマイモの高品質・省力栽培に関する研究
1 .塊根片を利用した新たな育苗法と移植技術の開発
有馬進11 ・鄭紹輝-山下正経21
(佐賀大学海浜台地生物環境研究センター・ I1佐賀大学農学部・ 2'九州、i沖縄農業研究センター)
High quality and labor saving cultivation of the sweet potato(Ipomoea batatas 
(L.) Lam.) for the coastal area 
1. New raising of seedling and transplantation technology 
by using cut pieces of tuberous root 
Susumu ARIMN'， Shao-Hui ZHENG and Masataka YAMASHITA"' 
(Marine and Highland Biosci. Cent. Saga Univ.， "Fac. of Agric. Saga Univ.， 
2'Natl. Agric.Res.Cent.for Kyushu Okinawa Region) 
要約
海浜台地に適するサツマイモの省力栽培法を開発するために、塊根片を利用した新しい脊苗方法とそ
の高の収量性を検討した。塊根片の萌~を促進するためのホルモン処理を検討したがその効果は小さく、
塊根片を高湿状態に保つことでもホルモン処理と同様の促進効果が得られた。塊根片苗の生育は移植後
やや遅れたが、約 1ヶ月でつる苗と同等になった。 1株当たりの総イモ重は従来のつる苗と大差なかっ
たものの、イモ数が少なく、 l個のイモ重が培して、塊根形状が不揃し、となった。また、塊根片商の栽
培適性には品種間差異が見られた。
Summary 
1n order to save the labor for the sweet potato cultivation in the coastal area in Saga prefec四
ture， a new seedling production method was developed. 1n this report， the seedling growth and 
their field performance which produced by using cut pieces of the tuberous roots of sweet 
potato were examined. The positive effect of phytohormone treatmants on the sprouting of 
tuber piece was small. While， to keep the tuber pieces in high humidity is more effective than 
the hormonal treatment.The growth of the tuber piece seedling was a litle delayed for a while 
but was same to the conventional seedling in about one month after transplanting. 
No differences in the yield were observed between the tuber piece seedling and conventional 
seedling. However， the number of tubers per stock decreased， the weight per tuber increased， 
and the shape of the tubers became irregular in the tuber piece seedling. Varietal difference 
was observed in the cultivation aptitude for the tuber匂 pieceseedling. 
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はじめに
海浜台地の作物栽培は常に強風、干ばつや塩害
にさらされている。サツマイモは、簡旬作物で風
害が軽微で比較的干ばつにも強いことから、海浜
台地での栽培に適した作物で、ある。サツマイモは、
典型的な海浜台地である佐賀県上場地域において
も従前から栽培されており、本研究センターとし
ても藷自している作物である(有馬・芝山1998、
芝山ら 1998、犬飼ら2002)。主な品種は生食用
の高系14号、 トサベニ、べニアズマなどである
が、現在、茎葉を野菜として食する品種スイオウ
の導入が推進されている。
一般に、サツマイモは、価格の低迷からコスト
低減が必要であり、栽培体系の中では脊苦・移植
の省力化が強く望まれている。そのために種イモ
の直措栽培・直播品種育成が行われたものの、種
イモ再肥大や種芋確保の開題などから広く普及す
るには至らなかった(松本1967、中沢1973)。
また、近年では、茎頂培養苗の増殖やセlレ苗の機
械移植による省力化が試みられているが、苗の移
植i耐性の乏しさなどの問題がある。
そこで、本研究で、は海浜台地に過したサツマイ
モ栽培体系の確立を目指し、まず、省力化の余地
が大きい育部と移植に関する新技術を開発するた
め、九州沖縄農業研究センターで提案された「塊
根小切片からの苗育成法:第 1I立IJ (山下1999、
①!種イモ消毒内レート水溶液など)
②|加温 (300C，3 ~ 5日) I 
③|種イモ切断(厚さ約 lcm・10g前後の皮付塊根片)
④|キュアリング (300C，3日間) I 
⑤i萌芽処理借地上に置床 300C 約20日)I 
⑥|育苗(緑化硬化約川)I 
⑦区日
第1図 塊根片苗の欝苗円程の概略
2000)の実用化を狙う。この育蔀方法は、種イ
モ(塊根)を小片に切り分け催芽して塊根片付き
苗として育荷し、その塊根片を付けたまま機械移
植して栽培することで、直播栽培(脊苗の簡略
化・環境ストレス耐性向上)と機械移植の両者の
利点を持ち、低コストで多収が可能な栽培技術の
確立を目指したものである。本商苗法のポイント
は、塊根小切片の高い萌芽率を確保することであ
る。そこで、塊根片の萌芽にかかわる各種要因
(種イモ品質・貯蔵条件・イモ切断条件・萌芽床
条件)の最適条件を解明する必要があると共に、
萌芽促進のために植物ホルモン等生長調節剤の処
理についても検討する価値がある。また、萌芽試
験に引き続いて宵苗した塊根片付苗を移植栽培
し、間場での生育・収量反応から、育革・移植の
機械化対応ならびに肥培管理に関する基礎資料を
収集する必要がある。本報は、塊根片を利用した
育苗から収穫までに関して行った2、3の試行を
報告し、今後の技術的問題点を指摘するものであ
る(有馬2002，2004)。
材料と方法
A.宵筒試験
1.魂根片の大きさと萌芽との関係
150Cで貯蔵した佐賀大学農学部国場2000年度
産の塊根(べニアズマ)を2001年4丹17日にべ
ンレートT水溶液に20分間浸潰して消毒し、 17
日から 3日間300Cで加視した後、なり首と塊寂
端を除いた塊根中央部分を皮付きの 5g、10g、
20g、30g、40gの塊根片に切り分け、各60僧を
濡れた櫨紙を敷いたパットに広げ、 300C、湿度
95%以上、明暗各12時間周期のインキュベータ
ー内で2週間静置し、萌芽を観察した。
2.ホルモン処理が塊根片の萌芽に及ぼす影響
2000年3月30日に市販の種イモ用塊根(品種
べニアズマ)をべンレートT水溶液に20分 I~\]浸潰
して消毒したのち、 3日間300Cに保って活性を
高め、なり首と塊根端お 3~4cmの部分を除い
た塊根中央部分を 9~12gの皮付き小片に切断
し、ホルモン液の浸漬処理を行った。
処理にはTDZ(チジアズロン)、 BAP(べンジル
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アデニン)、 ABA(アブサイシン酸)、 IM(インド
ール酢酸)、悶N(カイネチン)を用い、濃度5段
階(10，30，50，100，150 ppm)の異なる水溶液
に300Cで5時間浸潰した(第 1表)0 1処理につ
き45個の塊根片を供し、 2反復した。塊根片は
水溶液から引き上げてキュアリングした後、パッ
トに3cmの厚さに充填した湿ったパーミキュライ
トに周皮が上向きにあるように塊根片の下半分を
埋め込んだ。隣芽条件は実験1と同じとし、 2避
間後の萌芽状態を調査した(第2図)。
第2留萌芽中の塊根片
3.塊根片の萌芽の品種題差異
3-1.品種の萌芽比較
供試品種は、長崎県総合農林試験場から分譲さ
れた1999年産の種イモ用、べニアズマ、べニオ
トメ、高系14号、土佐紅、ジェイレッド、アヤ
ムラサキの6品種4塊根である。いずれも上イモ
であった。これらの塊根を2000年4月10日から
3日開300Cに加温したのち約15gに切り分けて、
各45個の塊根片にし、それらを明暗12時間、
300C，湿度95%以上のインキュベーターに入れて
濡れ漉紙上に静誼し、 2週間後の萌芽を調査した。
3-2.品種の萌芽と幼芽生湾の比較
{共試品種には図 1に示した一般普及品種29種
(佐賀大学農場2001年度産)を用いた。育苗は、
150Cの恒調室で保存した種イモを、 2002年4月
8日から 3日開300Cで予熱して萌芽活性を高め
た。次に種イモ6~7個の両端を切除し、中央部
分を潤皮をつけて約15gに切り分け、各品種60個
ずつの塊根片とした。それらを品種毎に濡れたv.草
紙を敷し、たパット (40cmX25cm) に置床し、温
度300C、温度90%以上、明精各12時間周期のイ
ンキュベーター内に1週間静置した。これ以降、
幼芽の長さが約3cm以上となった切片苗につい
ては、順次、約300Cのガラス室へ移し青苗を続
けた。実験開始から 17日間の隣芽率を測定し、
ガラス室内にてさらに21日間青草を続け、茎長、
茎数を測定した。
B.栽培試験
4-1.サツマイモ塊根片苗の服震性の調査
上記の萌芽試験2で萌芽した塊根片(品種:べ
ニアズマ)を 5月 1日に畑土を充填した容量
200mlの紙コップに塊根片だけが埋まるように植
え替え、葉が4枚以上展開するまでガラス室内
(自然光、約250C) で育苗した。これらの塊根片
付き誌を茎長が5cm以下、 5~10cm、 10cm以
上のものをそれぞれ小苗、中前、大前と呼んで区
別した。その際、処理したホルモンの種類による
苗の区別はしなかった。佐賀大学農学部国場
(20mX6m) に、元肥として10a当たり苦土石灰
60kg、N，P，Kそれぞれ3，3.7， 7kg を施した。
5月23日に、塊根片付き苗は陵立植えで、対照
となるつる苗(茎長約30cm) は水平植えで定植
した。栽植間隔は条i潤80cm、株間30cmとした。
地上部の生育は主茎長、葉群による地表面の被覆
度について、被覆度が100%に達するまでの時、
2週間毎に調査した。収穫は10丹25日に行い、
1株当たりのイモ数、総イモ重、個イモ重、塊線
形状を調査した。
4-2.塊根片苗の収量の品種間比較
上記萌芽試験3-1で萌芽した6品種の塊根片
を栽培試験4-1に準じて5月23日に闘場で移
植栽培した。対照として用いたつる苗は、長崎総
農試から分譲された種イモをあらかじめ慣行によ
り育苗して得たものである。栽培は 1品種につき
1本のうね (10m)を用い、つる誌と塊根片前を
5mずつ30cmの株間隔で、移植した。収穫は10月
28日に行い、試験4… lと同様に調査した。
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結果及び考察 塊根片のホルモン処理による萌芽率の変化(%)
ホルモン濃度 (ppm)
1o 30 50 100 150 
TDZ 37 46 66 73 49 
B A P 60 60 46 65 34 
A B A 50 42 60 50 50 
1 A A 0 58 30 25 33 
K 1 N 49 37 20 0 0 
Control A 79 
Control B 65 
第1表
Control Aはホルモンの代わりに蒸留水を吸
水させた.
Control Bは吸水させずにキュアリングした.
(第 1表)。ホルモン処理区の萌芽率は山下
(2000)のABA処理の結果(萌芽率約35%) を上
回るものであり、設定された濃度範囲内では
TDZとBAPは100ppm、ABAは50ppm、IMは
30ppm、KINは10ppmにそれぞれ萌芽率のピー
クが認められ、適切な処理濃度のあることが示唆
された。今後、詳細な試験設計による検討が必要
である。しかし、ここでは、塊根片に吸水させた
だけの対照区が最高髄となっており、水た、けで、も
実効が得られることが分かった。よって、ホルモ
ン処理とともに、水分制鰐による萌芽促進法の検
討が望まれる。
1 .塊根片の大きさと萌芽との関係
第31翠に示したように、萌芽率は塊根片が大き
くなるほど高まった。これは、不定芽の多くがI:A]
鞘部柔組織において形成されることから、大きな
塊根片ほどこの柔組織部分が多く確保されるため
であろう。萌芽率は、塊根j十が5gから 10gに
なると約2倍、 10gから30gになるとまたその
2倍になり、 90%以上に達した。直播の場合に
種イモとする最小の塊根片の重さが30gとされて
いることは、やはり萌芽率からみて妥当な重さで
ある(渡辺1970)。しかし、塊根片が30gで、は、
種イモの確保困難や苗が大型すぎることから、で
きれば20g以下の小片を利用可能にする萌芽促進
法の確立が必要である。上和田ら(1965) は、
塊根の表皮を取り除いた 5~25g の小片を供試
して100%に近い院芽率を観察しているが、著者
らが追試したところ萌芽が確認できなかった。そ
のために、本研究では表皮を残した切断方法を採
らざるを得なかった。一方、塊根片と幼芽の茎長
と関係(第3図)をみると、茎は塊根片重に伴っ
て長くなった。なお、塊根片重と萌穿率ならびに
茎長の問には、それぞれ μ0.958、r=0.973の
高い相関関係が認められた。
3.塊根片の萌芽の品種間差異
3-1.品種の萌芽比較
供試塊根数が眠られていたものの、萌芽率はべ
ニオトメ(79%)を除く 5品種で、90%前後と高く、
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2.ホルモン処理が塘根片の萌芽に及ぼす影響
萌芽促進に効果があると思われる 5種類のホル
モンを塊根片に吸収させたところ、いずれの場合
も対照区を上回る促進効果は認められなかった
少ない切片苗にとって、茎数と埋土節数を増して
イモ数増加に結びっくために、有用な特性と考え
られる。
平均茎長は、 1cm未満の短い品種から約
4.5cmの品種まで様々な品種が見られ、王子均は約
3cmで、あった(第6国)。移植行程における埋土
深や覆土の難易などを考慮すると、切片苗の茎長
は長いほうが作業性や移植後の生育にとって好ま
しいと考えられる。その点では、平均茎長が長か
ったアヤムラサキ・サツマヒカリ・シロサツマ・
べニワセ・コガネセンガン・ツクモアカ・宮古
36号などは、切片荷適性があると思われる。
供試した全品種において、萌芽率と萌芽数との
関係、ならびに萌芽数と平均茎長との関係をみた
ところ、萌芽率は高くても茎数が少ない品種や、
萌芽率が抵いのに茎長が長いものなど、品種によ
り様々で、明確な相関は認められなかった(図省
略)。このことから、萌芽率の高い品種が、必ず
しも良質の苗となるわけではなかった。
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特にアヤムラサキではほぼ100%に達した(第2
表)。萌芽率には供試品種間で約20%の差異を認
めたが、 90%以上の萌芽率を確保することがで
きれば、塊根片利用苗の実用化は十分に可能と考
えられる。予備試験ではこのような高率を得るこ
とができなかった。その点、本試験は長崎県総合
農林試験場で的確な管理の下に貯蔵された種イモ
を月札、たことが高萌芽率を得た大きな要因である
と考えられ、種イモ生産及び収穫・貯蔵の各条件
が塊根片の萌芽に大きく影響を及ぼすことが示唆
された。
3-2.品種の萌芽と幼芽生育の比較
i萌芽率は、 29品種の王子均が52%であり、品種
間では最低の3%(金時)から最高の96%(ナ
カムラサキ)まで大きく異なり、品種間で明確な
差異が認められた(第4図)。両年度ともに80%
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第5図
場根片の萌芽率の品種田蓑巽
以上の高い萌芽率の品種は、ナカムラサキ、農林
ア号、シロサツマ、クリマサリ、ベニハヤトであ
った。萌芽率の品種比較は、 3… lでも6品種間
の差異を認めたが、同じ品種でも萌芽率が実験の
年度で異なったことから、種イモ貯蔵条件及び萌
芽処理条件によって多少変動することを確認し
た。したがって、萌芽率の品種間差異を明らかに
するためには、さらに萌芽率が高まる条件の確定
とその条件下での追試が必要で、ある。
塊根片当りの萌芽数(茎数)は、平均約3本で
あったが、 1~2本しか出なかった品種から 5 本
程度出た品種までの変異が見られた(第5図)。
茎数の多い品種は、ハイスターチ・アヤムラサ
キ・シロサツマ・農林8号などであった。萌芽数
が多いということは、移植時に現土される節数が
第4関
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4-1.サツマイモ塊根片苗の生育と収量性
塊根片苗の地上部の生育についてみると、移植
後約1ヶ月間はつる苗を用いた対照区より茎葉の
繁茂が劣り、葉群による園場表面の被覆も遅れた
(第7図)。ただし、移植直後の水ストレスによる
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第7図 葉群による土表面の被覆度の推移
各阪の絡グラフは、友から2週沼、 4Jl1!i=1、8Jl1!Icl
茎葉の萎澗や葉の枯死は観察されなかった。収穫
H寺の地上部と地下音1の生霊をみると、いずれも対
照区が塊根片苗区を若干上回る傾向が認められ、
地下部重では対照区の 8~9割が確保できた。ま
た、移植時の塊根片苗の大きさで比較すると、
中・大苗区が小苗区にやや勝る傾向にあった(第
8図)。また、塊根の大半は、いわゆる、蔓根イ
モであった。しかし、塊根片苗は茎長が短く、移
植の際に土壌中に埋まる節数が少ないために、 l 
株当たりのイモ数が少なかった。第9閤はl株当
たりのイモ数と結藷節数の関係を示したが、結藷
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第8関 一株の地上部震と地下部重
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第9国 一株当たりの結藷節数と上イモ霊の関係
0つる的、⑧塊tI~Kl'!'Î 、 0つる市十塊恨JtiiÎ
節数は対J!日区が4~7節であったのに対し、塊根
片苗の大半が 1~3 節と少なかった。このことが、
塊根片苗区でイモ数を少なくして収量を制限する
要因であると考えられた。
4-2. !鬼根片苗適性と収量の品種田比較
塊根片苗区の l株当たりのイモ重は、ジェイレ
ッドで対照区とほぼ同等の約1200gで、高系14
号、土佐紅、ベニオトメ、アヤムラサキではいず
れも 2~3割少なかった(第 10図A)。上述のよ
うに、塊根片苦区ではどの品種においても 1株当
たりのイモ数が対照区に比べて少なく (第10図
B)、イモ一個当たりの重量が増すという様相を示
した(第10園C)。ジェイレッドを|添く 4品種で
はイモ数の減少率がイモ一個当たりの増加率を上
回ったことと地上部の繁茂が遅れ物質生産力が劣
ったことから、結果として低収になったと考えら
れた。また、収穫したイモの 1個重の分布をみた
ところ、塊根片苗では 1個が350g以上の大型の
割合が高まる傾向があった(第111現)。さらに、
大型イモの中にはし、わゆる、暴れイモで、その形
状がし、びつなために、焼き芋などの生食用として
不向きとみられるものも多かった(第12図)。な
お、今回調査した中では、従来の院播栽培で、問題
となっている種イモの再肥大に相当する塊根片の
再杷大は全ての品種で認められなかった。
以上のことから、塊根片荷適性が高い品種は、
萌芽率など育蔀面での適性を備え、移植栽培を行
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った場合に結藷数が多く、大イモになり難く、良
し、形状を保つことができる品種であろう。本報で
供試した品種の中で、も育誌適性、収量性、結藷性、
肥大性等で、品額間差異を認めたが、今後、より多
くの品穣を供試して塊根片苗の適性確認を行う必
要がある。また、同時に塊根片苗に適した栽培技
術を開発する必要がある。そうすることが、海浜
台地における省力サツマイモ栽培体系の確立に役
立つものと思われる。最後に、現在、普及が進め
られているスイオウなどの茎葉利用型の品種の栽
培については、塊根の収量と形状が関われないた
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めに、塊根片苗が無理なく利用できるものと思わ
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